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日 

時 

令和 6年 10月 19日(土) 15時 00分～17時 00分 

会 場 市民プラザあくろす 2階 はばたき 

運 営 

委 員 

会場 村上 むつ子 会場 平澤 和哉 会場 横山 真理 会場 水田 征吾 

会場 毛利 勝 会場 小松 明日香 欠席 原島 秀一 会場 石井 洋子 

会場 阿部 秀樹 会場 浜本 雅樹 欠席 石正 房江 会場 安藤 雄太 

会場 佐竹 澄子 欠席 吉田 真也 会場 松谷 知彦 欠席 田村 敦史 

会場 ニンファ・ジャヤマーンナ 

事務局 橋本、北島、上野 

 

１ １分間近況報告（各委員）15：00～15：35 

各委員より近況報告を行った。 

 

2 (協議事項) 15：35～16：45 

えんがわフェスタについて 

【委員長】資料 1 を参照。本日、餅つきの予行演習を実施。時間内に収めることができた。イベント

当日も餅つきは行うことが決定した。タイトルは概ね決定。『No one left behind』誰もあなたを放って

おかない。孤立をテーマにフィットするのではないか。 

スケジュールとして、広報は市報 12 月で実施。11 月初旬には開催内容とチラシができあがっているよ

うにしなければいけない。 

 

えんがわフェスタへ向けてのグループ協議を行った。 

【委 員】 雨天、悪天候の場合はプラン B を考えるか。 

【委員長】 朝早い時間に判断するか 

【委 員】 その場合は、午前中は中止にしてはどうか。 

【委 員】 事前に機材と舞台の設備を確認したい。 

【委員長】 個別でフェスタ部として確認。 

【委 員】 餅を食べる場所がないがどう考えているか。 

【委員長】 誘導が大変になる予想。食事の場所を確保し、その場でも食べれるようにしたい。 

      コミュニティルームも開放するか。人数上限の懸念。 

【事務局】 3 階を朝から予約済。移動して食事してもらう。 

【委 員】 水分(お茶か水)を用意してほしい。 

【委員長】 予算から検討。 

【委 員】 餅つきについて、衛生面で懸念点がある。服装(ビニールエプロン、ビニールキャップ、 

など)と消毒薬などを用意する必要がある。 
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【委 員】 餅を丸めるのは素手でやる。決まった人のみが調理に関わるようにする。 

【委 員】 調理に関わる人は、腸内検査の必要があるか。 

【委 員】 健康状態のチェックは必要になると思う。 

【委 員】 調理師か、食品衛生管理者をもっている人が担当するのが良い。 

次月運営員会でも、準備について具体的な協議を行うこととした。 

 

3 (報告事項) 16：45～16：50 

コミュニティルームについて 

【委 員】 前回いただいた意見を参考に、扉屋根にピンク色に着色する施工を行った。 

 

4 (その他) 16：45～16：50 

情報共有 

① ちょうふチャリティーウォーク 2024 

チラシを配布。国領駅前広場スタート。約 8 キロのコースのウォークラリーを開催。 

【委 員】 受付が 12：00 で終了。案内時に周知を行う。 

 

② 調布サマーボランティア 2024 

活動報告 BOOK を持って報告とした。 

 

③ 慈恵医科大学の学生インタビューの案内 

ご協力いただける方がいらっしゃれば事務局までお声がけいただきたい。 

 

５ 今後の市民活動支援センター運営委員会の開催日時と議案について  

  11 月 12 日（土）18 時 30 分～20 時 30 分 第 7 回運営委員会 

 

 


